大阪府環境審議会　温暖化対策部会　議事概要

平成24年度「おおさかストップ温暖化賞」知事賞及び優秀賞の選考経過

■審査・選考の日時

日時：平成25年1月23日（水）14:00～16:30

出席者：水野部会長、鈴木委員、松村委員（槇村委員、高村委員欠席）

■選考方法

平成25年1月23日に開催された「大阪府環境審議会温暖化対策部会」（部会長：水野 稔　

大阪大学名誉教授）において、次の観点を総合的に勘案して、温室効果ガス削減量や実施した対策などの取組み内容を評価し、他の事業者の模範となるものを選考。

 (1)前年度において、温室効果ガスの排出削減を着実に実施していること。

 (2)先進性、効率性、有効性のいずれかに、とりわけ優れた取組みを実施し、

確実な効果をあげていること。

　

大阪府環境審議会温暖化対策部会　委員（五十音順）

鈴木　靖文　　（有）ひのでやエコライフ研究所　取締役

高村　ゆかり　名古屋大学大学院　教授
槇村　久子　　京都女子大学現代社会学部　教授　

松村　暢彦　　大阪大学大学院工学研究科　准教授
水野　稔　　　大阪大学　名誉教授

■優秀賞の選考経過

1. 概ね9月末までに届出をしており、10月末までに形式的不備等が修正された実績報告書　届出事業者723事業者のうち、産業系、業務系、運輸系別に

1 温室効果ガス排出量の削減量上位30事業者、10事業者、5事業者（計45事業者）

2 温室効果ガス排出量の削減率上位30事業者、10事業者、5事業者（計45事業者）　　を抽出（国及び地方公共団体の機関を除く）。

2. 重複整理した71事業者について、 生産量等の事業規模が縮小したことが主たる要因である事業者、辞退事業者（産業系3事業者、業務系の1事業者）を除き、14事業者（産業系3事業者、業務系9事業者、運輸系2事業者）に絞込み。

3. 14事業者について、要綱6条（適用の除外）に該当しないことを確認。

　一　大阪府物品・委託役務関係指名停止要綱及び大阪府建設工事等指名停止要綱に基づく指名停止を受けている者

二　その他、大阪府が本賞にふさわしくないと判断したもの

・大阪府公共工事等に関する暴力団排除措置要綱に基づき、入札参加除外を措置されているかどうか。

　　　・環境関連の苦情等が近年ないかどうか。
4. 絞り込んだ事業者に対し、取組み内容の詳細のヒアリング等を行い、作成した資料を基に、部会で審査・選考。

・各委員にＡＢＣＤ（Ａ：優れている、Ｂ：良い、Ｃ：普通である、Ｄ：課題がある）の4段階で総合評価していただき、結果を数値化（Ａ：4点、Ｂ：3点、Ｃ：2点、Ｄ：1点）した。
※選考委員のうち、候補事業者に属している委員１名は、審査・採点に参加せず、他の２名の委員による採点結果を3/2倍して合計点を算出。

5. 産業系、業務系、運輸系別に合計点の高いものから選定することとし、５事業者を選考。

■知事賞の選考経過

　　対策計画書の最終年度を迎えた事業者(平成21～23年度を計画期間とする事業者)のうち、対策計画書の計画期間内に優秀賞を受賞している14事業者（今回受賞の5事業者を含む。）の削減目標の達成状況と取組み内容を総合的に勘案して、選考をした結果、４事業者を知事賞受賞に選定した。
　
（選定理由）

　・Ａ社　⇒原単位ベースで削減率が58.9％と高かった。

　・Ｂ社　⇒原単位ベースの削減目標が13.1％と他者と比較して突出して高く、３年間の対策の結果、23.6％という実績を残した。また、排出量ベースでも約28,000トン削減と知事賞候補事業者の中でも最も多かった。

　・Ｃ社　⇒３年連続して着実な排出量削減がなされ、排出量ベース26.3％と業務系の候補事業者のうち、最も高かった。

　・Ｄ社　⇒３年連続して着実な排出量削減がなされ、排出量ベース48.7％と約半減し、運輸系の候補事業者のうち、最も高かった。
以上

